
　　　第３期行財政改革プログラム　個別取組工程表

局 部 課

〔
Ａ

〕

改善
策

・予算編成過程や予算の執行管理など、様々な機会を通じて見直しを行っていく。
・社会情勢や市民ニーズの変化を踏まえて必要性や効果を点検し、費用対効果が低下した補助金は見直
しを行う。

・社会情勢の変化に対応した制度見直しを進めるとともに、補助金等に対するニーズの把握、補助効果の
検証などを常に行う必要がある。

備考

- 百万円 -

・予算編成方針を示す「令和3年度当初予算編成について」（令和2年10月14日財政第396号）に
　おいて、予算編成の中で必要性や効果等の観点から見直しを行うよう各局に通知
・財政課においても予算編成過程の中で見直しを実施
・補助金見直しガイドラインを策定し、補助金交付事業に原則3年の終期を設定した。（令和2年10月14日
財政第394号で各局へ通知）

実績

行革効果額
の見込み
及び実績

平成３０年度

- 百万円 百万円

Ｒ２の達成度 b 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ２の達成度 b 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

〔
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実
績
・
進
捗
状
況

課題
分析

取組番号

所管 財政 財政 財政

3-2-3 取組項目名 補助金、負担金等の見直し

目標

〔
Ｐ

〕
　
取
組
内
容

〔
Ｃ

〕
評
価

実施
内容

b

Ｈ３０

Ｒ１

補助金・負担金について、社会経済情勢や市民ニーズの変化等を踏まえ、事業の必要性、効果・公共性
等の観点から予算編成等の機会を通じて、適宜、見直しを行う。

Ｈ３０

Ｒ２

・予算編成方針を示す「平成31年度の行財政運営について」（平成30年10年10日財政第613号）に
　おいて、予算編成の中で必要性や効果等の観点から見直しを行うよう各局に通知
・財政課においても予算編成過程の中で見直しを実施

・予算編成方針を示す「令和２年度当初予算編成について」（令和元年10月10日財政第398号）に
　おいて、予算編成の中で必要性や効果等の観点から見直しを行うよう各局に通知
・財政課においても予算編成過程の中で見直しを実施

Ｒ２

事業の必要性、効果・公共性等の観点から予算編成等の機会を通じて、適宜、見直しを行う。

継続実施

継続実施

評価 Ｂ

Ｒ１

〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成Ｈ３０の達成度

Ｒ１の達成度 b 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ１の達成度 b 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

〔基準〕 Ｓ：優良　Ａ：良好　Ｂ：普通　Ｃ：不良

令和元年度 令和２年度

- 百万円 - 百万円 - 百万円見込み


